
静岡県道路技術審議会 

 

１ 設置経緯 

平成 23 年の地域主権一括法の成立により、各種法律が改正され、これまで国が

定めていた設置・管理の各種基準を、各地方公共団体が条例に定めることとなっ

た。道路に関する法律も改正され、道路構造等の各種基準をより適切により柔軟

に決めていくことが可能となった。 

この機会を受けて、静岡県ではこれまでの行政だけでの運用や知見だけでなく、

様々な有識者等の知見を踏まえていくため、「静岡県道路技術審議会」を全国

に先駆けて設置した。 

 

２ 道路技術審議会の概要 

(1)根拠法令 

・ 静岡県が管理する県道の構造の技術的基準等（＊）を定める条例 

（平成 24 年静岡県条例第 26 号）第６・７条 

・ 静岡県道路技術審議会規則（平成 24 年静岡県規則第 31 号） 

 

(2)審議会の権限（条例第７条） 

ア 知事の諮問に応じ、県道の構造の技術的基準等について調査審議する。 

イ 県道の構造の技術的基準等及びこれに関し必要と認める事項について、

知事に意見を述べることができる。 

 

(3)組織構成 

・ 委員数 19 人（定数 20 人以内）（うち女性８人） 

・ 任期 ２年 

 

(4)委員構成 

条例及び規則に基づき、５分野（学識経験のある者、市町の長、県議会議員、

関係行政機関の職員及び知事が必要と認める者）から構成（別添）。 

(*)：県道の構造の技術的基準等（条例より抜粋） 

県道の構造の技術的基準、県道に設ける道路標識の寸法、県道である自動

車専用道路を道路等と交差させようとする場合で立体交差とすることを要

しない場合及び移動等円滑化のために必要な県道の構造に関する基準 








